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Abstract: The development of numerical representations plays a central role in a child’s 
mathematical abilities. Previous studies have reported that children’s numerical representations 
shift from logarithmic to linear ones and the slope of linear representation shifts from 0 to 1. In 
order to investigate the developmental process in detail, we carried out a longitudinal study. 
Thirty young preschoolers (mean age = 4 years, 1 month) and 47 middle preschoolers (mean 
age = 5 years, 1 month) received a number-to-position task (0-10) twice over nine months. 
According to our results, both groups were most suitable linear representations, but the slope 
of middle preschoolers’ performance was nearer 1 than the young preschoolers’ performance. 
However, the slopes of both groups were not much diﬀ erent when we divided the children in 
ﬁ tted or non-ﬁ tted function. For this reason, previous studies could not properly evaluate the 
development of slope. It is possible that the non-fitted representations are transformed into 
linear representations with slope away from 1 partly through logarithmic representations.




（number-to position task） が注目を集めている （例え
ば，浦上・杉村，2015; Xu, Chen, pan, & Li, 2013）。





数の保存課題の成績や （浦上 , 2012），就学後の加算





方があるが （Barth & Paladino, 2011; Bouwmeester 
& Verkoeijen, 2012），数量表象の型の移行に着目
した研究が最も多く行われている （Sella, Berteletti, 






している （Figure 1の対数型と直 =1型を参照）。



































１の直線型：以下，直 = １型） に加え，直線の傾きが




児を対象とした研究 （Ramani & Siegler, 2008; Siegler 
& Ramani, 2008, 2009） や，中国の幼児を対象とした
研究 （Xu, Chen, Pan, & Li., 2013） でも報告されてい
る。Ramani & Siegler （2008） は，ヘッドスタートプ





0.11 （y = 0.11x + 4.2） で，ほぼ横ばいの直線型であっ
た。また Xu et al. （2013） は，年少児・年中児・年長
児 （それぞれ平均年齢４歳１ヶ月，５歳０ヶ月，６歳
４ヶ月） を対象に，0-10の数直線課題を行った。その
結果，Ramani & Siegler （2008） と同様の方法で算出
した年少児における見積りの平均値は，直線型となり，




く，見積りが正確でない直 < １型と直 > １型から見
積りの正確な直＝１型への移行も存在することが示唆
される。


































































































定係数 （R2 値） が .25以上であるものを採用した。複
数の関数で上述した記述を満たす場合，先行研究と同
様 に AICc （Akaike information criterion, corrected 
for small sample sizes） を用いて分類を行った （Barth 
& Paladino, 2011; Slusser et al., 2012）。
さらに，関数適合無の者に関しては，パターンの
検出においてよく用いられているテンプレートマッ
チング （清水 , 2004） を応用し，分類した。テンプ
レートマッチングは，テンプレートの散布図と実際


















学年 （年少群・年中群） と時点 （１時点目・２時点目） 
の PAE の平均値を算出した （Table 1の全体の値を
参照）。２要因の分散分析を行った結果，学年の主効
果のみ有意で （F （1,75） = 22.83, p <.001, η2 ＝ .32），
交互作用と時点の主効果は有意でなく （順に，F （1,75） 






は，直線型と対数型の R2 値にあまり差はなかったが 
（直線型0.86，対数型0.82），その他は，直線関数によ
りよく適合した （年少群：２時点目 R2 = 0.82，年中群：
















直 = １型，PAE が7.5以上で傾きが１以下の直線型を
直 < １型，PAE が7.5以上で傾きが１以上の直線型を
直 > １型とした。その結果，１時点目の年少群では，
直 < １型５名，直 > １型１名，年中群は直 < １型27名，
直 > １型２名，２時点目の年少児群は直 < １型８名，



































６名は，２時点目では直 < １型，１名は直 > １型で
あった。そして，１時点目で関数に適合しない者 （30



















































１に近かった （t （95） = 2.78, p < .01; 直線型平均値 = 

















結果となった （例えば，Sella et al., 2015; Siegler & 







































































































































































































直線関数に適合しても，Ramani & Siegler （2008） や
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